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ラジオ第 4 スタジオを OnAir 1500 で更新

OnAir 1500 -6F
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第 4 スタジオ
　弊社のラジオ第４スタジオはワンマンスタ
ジオで、主にアナウンサーによるコメント収
録や、ラジオ番組ディレクターによる番組内
のコーナー完パケ作業及び素材起こし等に
使用されています。
　2005 年に山形放送新社屋が完成して、ラ
ジオスタジオ自体は新しくなったものの、ラ
ジオスタジオによっては、新社屋からアナロ
グ音声卓を含むシステムをそのまま移設して
使用していました。長年、本当に頑張ってく
れたアナログ音声卓でしたが、機材老朽化の
ためにこの度ラジオ第 4 スタジオ・システム
を更新することになりました。

選定の条件など
　更新に当たっていくつかの条件を設け検討
しました。機器選定を開始して、ラジオ第 4
スタジオに適している音声卓の仕様・性能を
検討していました。その中でも大きなウエイ
トを占めていたのが「使いやすさ」です。ラ
ジオ・ワンマンスタジオに設置される音声卓

としては初のデジタル音声卓となるため、今
までのアナログ音声卓と同じような感覚で使
用できること、また日頃デジタル音声卓をあ
まり使用していない人でも簡単に操作できる
ことが重要視されました。
　アナウンサー・ディレクター陣からも「操
作が非常に簡単なもの！」との強い要望があ
り、STUDER 製 OnAir 1500 選定のきっかけ
になりました。

6 フェーダーの OnAir 1500
　収録される内容はアナウンサーによるコメ
ントのみの場合が非常に多く、アナウンサー
の声と BGM を MIX するぐらいなので素材数
は少なくてよく、またディレクターによる編集
は主に既設の DAW 上で行うことから、フェー
ダー数は最少の 6 フェーダーとしました。プ
リセットされているのは MIC・CD2 台・DAW・
MO・マルチプレイヤーです。また、カセット
デッキや、スマートフォン等から取り込む為の
直径Φ 3.5 ステレオミニ入力も設けています。
　導入開始時にレクチャーを行った際も、簡
単な説明だけで旧アナログ音声卓と同じよう
な感覚で問題なく使いこなせていました。こ
れも OnAir シリーズのインターフェースのシン
プルさ + 分かりやすさ＝使いやさのおかげ

だと思います。アナログ音声卓のように、状
態が変更されていて戻し方がわからなくなっ
たと聞かれるような事態でも、ボタン一つで
初期状態に戻せるのはデジタル卓の強みであ
り、ラジオ用のモノラル録音と TV 用のステ
レオ録音をワンアクション操作で切り替えら
れるようになっていた旧システムの仕様も問
題なく導入できました。弊社でも radiko を
開始し、今後はステレオ録音作業が主流に
なってくると思います。

更新して
　今まで使用していたアナログ音声卓はテー
ブル一体型であったため、今回はコンソー
ルを載せるテーブルも一新しなくてはならず、
弊社周辺機器と合わせて丁度収まる棚とテー
ブルも新調しました。社内の評判もとても良
く、初めてスタジオの完成を見たときは、ス
タッフ皆「おおっ！」と感嘆の声を上げていま
した。今回の更新で、山形放送ラジオ第４ス
タジオは、見た目もシステムもシンプルでス
タイリッシュなスタジオとなり、皆、大変満
足しております。


